
スケッチ 

 
 
   Ⅰ 

 
何かを求めれば何かが失われ 
それ故、全てを求めれば全てが失われる 
全てを求めることに疲れ果てたとき 
人は泣く泣く諦めて 
ひしがれた心で小さな幸福に満ち足りる 

 
そのひしがれた微笑がきらめくのは 
一体全体何故なのか 

 
   Ⅱ 

 
背伸びしようとしておんなが 
ぐらぐらの椅子の上に立ち 
爪立ちで天井裏をのぞけば 
そこはグロテスクな亡者の住処 

 
背伸びしかけていたおんなが 
二度と天井を見上げなくなったのは 
首筋の小さな傷の故です 
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